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物
部
川
の
水
は
、
発
電
や
か

ん
が
い
な
ど
高
度
に
利
用
さ
れ

る
一
方
で
、
水
量
や
水
質
な
ど

そ
の
河
川
環
境
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
濁
り
は
、
集
中
豪
雨
や
山
の

手
入
れ
不
足
な
ど
に
よ
り
山
腹

が
崩
壊
し
た
こ
と
に
加
え
、
そ

の
土
砂
が
川
の
中
に
堆た
い

積
し
て

い
る
こ
と
が
主
な
発
生
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

山
腹
の
崩
壊
は
、
平
成
十
六

〜
十
七
年
に
相
次
い
だ
台
風
等

に
よ
り
、
物
部
川
本
川
や
支
川

の
上
流
域
で
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昨
年
九
月
の
台

風
で
一
二
〇
〇
㍉
を
超
え
る
雨

が
降
っ
た
別
府
地
区
で
は
、
大

き
な
山
崩
れ
が
発
生
し
、
そ
の

土
砂
の
堆
積
で
川
床
が
二
〜
三

㍍
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

濁
り
自
体
は
、
上
流
な
ら
降

雨
後
し
ば
ら
く
し
て
収
ま
っ
て

き
ま
す
が
、
物
部
川
で
は
逆
に

数
日
た
っ
て
か
ら
濁
っ
て
い
ま

す
。
川
の
中
に
堆
積
し
た
土
砂

の
細
粒
分
が
巻
き
込
ま
れ
、
濁

り
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
永

瀬
ダ
ム
上
流
で
の
観
測
で
は
、

下
流
に
い
く
ほ
ど
濁
り
が
濃
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
年
に
な
っ
て
か
ら
は
、
一
〇

〇
〜
二
〇
〇
㍉
の
降
雨
で
も
濁

り
が
長
期
化
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
検
討
会
を
設
置
し
、

流
域
対
策

(

発
生
源
対
策)

と

貯
水
池
対
策

(

ダ
ム
か

ら
早
く
濁
り
を
出
す)

と
に
分
け
て
考
え
て
い

ま
す
。
ダ
ム
で
の
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
選
択

取
水
設
備
に
よ
る
濁
水

の
早
期
排
出
が
あ
り
ま

す
が
、
濁
水
状
況
の
分

析
や
予
算
面
な
ど
一
定

中
長
期
的
な
取
り
組
み

と
な
る
た
め
、
濁
り
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
土

砂
を
取
り
除
く
な
ど
緊

急
的
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。災

害
復
旧
工
事
と
し
て
は
、

川
で
は
堆
積
土
砂
の
取
り
除
き
、

山
で
は
治
山(

崩
壊
地
の
改
善)

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
べ

ふ
峡
温
泉
前
で
堆
積
土
砂
を
取

り
除
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後

に
瀬
・
淵
な
ど
を
再
生
し
、
本

来
の
川
の
姿
を
取
り
戻
す
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
治
山

は
崩
れ
た
後
の
対
策
と
し
て
で

き
て
も
、
予
防
の
た
め
の
治
山

は
で
き
ま
せ
ん
。
山
の
管
理
の

問
題
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
、
河
川
環
境
問
題

と
し
て
、
ご
み
問
題
が
あ
り
ま

す
。
国
が
管
理
す
る
下
流
で
は

平成18年度 香美市行政連絡会

香
美
市
の
自
治
会
長
と
市
執
行
部
、
市
議
会

議
員
ら
が
一
堂
に
会
し
、
香
美
市
の
課
題
に
つ

い
て
学
び
合
い
、
考
え
合
う

『

平
成
十
八
年
度

香
美
市
行
政
連
絡
会』

が
十
月
二
十
八
日
、
市

立
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
百
十
五
人
の
自

治
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
民
の
暮
ら
し
の
土
台
で
も
あ
る

物
部
川
の
現
状
に
関
す
る
講
演
と
、
今
後
三
十

年
の
間
に
五
〇
％
の
確
率
で
発
生
が
予
想
さ
れ

る
南
海
地
震
と
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
生
活
に
関
わ
る
課

題
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
二
つ
の
講
演
の
一
部
を

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

((

物物
部部
川川
流流
域域
振振
興興
担担
当当))

岡岡
村村
一一
良良

氏氏

｢｢

香香
美美
市市
のの
環環
境境
をを
考考
ええ
るる

－－

物物
部部
川川
のの
河河
川川
環環
境境
にに
つつ
いい
てて－－

｣｣

高高
知知
県県
企企
画画
振振
興興
部部
企企
画画
調調
整整
課課
チチ
ーー
フフ

物物
部部
川川
のの
河河
川川
環環
境境
にに
つつ
いい
てて

～住民と行政がともに集い､ 学び合い､ 考え合う～

山崩れで土砂が堆積 (べふ峡温泉前)

115人の自治会長が一堂に会し
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◆
自
主
防
災
組
織
の
日
常
活
動

・
災
害
を
知
る

(

土
砂
災
害
や

洪
水
な
ど
想
定
さ
れ
る
災
害

を
知
る)

・
地
域
を
知
る

(

地
域
の
構
造

や
避
難
場
所
、
災
害
時
要
援

護
者
な
ど
を
知
っ
て
お
く)

・
知
識
を
生
か
す

(
防
災
知
識

の
啓
発
、
資
機
材
整
備
な
ど)

自
主
防
災
組
織
は
、
自
治
会

組
織
に
防
災
活
動
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
十
分
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
組
織
を

通
じ
て
地
域
の
交
流
も
で
き
、

安
全
や
防
災
に
対
す
る
関

心
、
防
災
力
も
高
ま
る
。

地
震
だ
け
で
な
く
風
水
害

の
予
防
な
ど
に
も
役
立
つ
。

香
美
市
で
は
、
五
十
二

の
自
主
防
災
組
織
が
立
ち

上
が
っ
て
い
ま
す

(

十
一

月
二
十
一
日
現
在)

が
、

土
佐
山
田
町
地
区
の
み
で

あ
り
、
香
北
町
・
物
部
町

地
区
で
の
設
立
も
急
が
れ

ま
す
。

防
災
対
策
課
で
は
、
地

区
の
集
会
な
ど
に
合
わ
せ

て
説
明
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
設
立
し
た

自
主
防
災
組
織
の
育
成
支

援
と
し
て
補
助
金
の
交
付
も
行
っ

て
い
ま
す
。

南
海
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

市
職
員
も
消
防
署
員
も
市
民
の

皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
被
災
し

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
に
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
教
訓
を
実
践
す

れ
ば
、
南
海
地
震
の
被
害
を
少

し
で
も
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
分
自
身
や
大
切
な

家
族
を
守
る
た
め
、
家
庭
で
で

き
る
地
震
対
策
や
、
地
域
で
も
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
強
化

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

今
後
三
十
年
以
内
で
五
〇
％

程
度
の
確
率
で
発
生
す
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
で
は
、

香
美
市
で
も
、
震
度
五
強
〜
六

弱
の
震
度
が
予
想
さ
れ
、
家
屋

の
倒
壊
や
土
砂
災
害
な
ど
の
被

害
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
自
主
防
災
組
織
を

設
立
し
よ
う
！

平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
デ
ー
タ
か
ら
、｢

人
命

救
助
の
可
能
性
は
、
災
害
発
生

か
ら
最
初
の
七
十
二
時
間
以
内｣

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
、
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
救
助

さ
れ
た
約
二
万
人
の
う
ち
、
九

割
以
上
が
隣
近
所
や
家
族
か
ら

の
救
助
で
あ
り
、
行
政
、
消
防

や
自
衛
隊
な
ど
の
公
的
機
関
が

救
助
で
き
た
の
は
一
割
程
度
で

し
た
。
大
規
模
な
災
害
が
発
生

す
る
と
、
行
政
自
体
も
被
災
す

る
う
え
に
、
道
路
や
橋
の
破
損

な
ど
に
よ
り
、
十
分
な
救
助
体

制
が
確
保
で
き
な
く
な
る
た
め

で
す
。
そ
こ
で
、
地
域
で
の
自

主
防
災
組
織
の
必
要
性
が
確
認

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
自
助

(

自
分
自
身
の
身
を

守
る
こ
と)

、
共
助

(

地
域
で

協
力
し
て
活
動
す
る
こ
と)

を

中
心
と
し
た
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
結

び
、
住
民
が
清
掃
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
香
美
市
で
は
、
か
が

み
の
育
成
園
、
パ
ワ
ー
ズ
山
田
、

土
佐
山
田
町
婦
人
会
な
ど
が
参

加
し
て
い
ま
す
し
、
香
南
市
、

南
国
市
の
グ
ル
ー
プ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
結
び
、
年
に
数
回
一

斉
清
掃
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
の
河
川
法
の
改
正

に
よ
り
河
川
環
境
の
整
備
と
保

全
が
目
的
に
加
わ
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
と
し
て
も
、
山
と
川
と

海
の
つ
な
が
り
と
い
う
流
域
の

視
点
を
重
視
し
、
人
と
自
然
の

適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
、
流
域
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
物
部
川
の
将
来
像
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

香香
美美
市市
防防
災災
対対
策策
課課

｢｢

南南
海海
地地
震震
とと
自自
主主
防防
災災
組組
織織
にに
つつ
いい
てて｣｣

(

物
部
川
流
域
振
興
担
当)

岡
村
一
良

氏

－

物
部
川
の
河
川
環
境
に
つ
い
て－

｣

高
知
県
企
画
振
興
部
企
画
調
整
課
チ
ー
フ

物
部
川
の
河
川
環
境
に
つ
い
て

・
家
具
等
の
転
倒
防
止

(

固
定

器
具
で
固
定
等)

・
ガ
ラ
ス
等
の
飛
散
防
止(

フ
ィ

ル
ム
を
貼
る)

・
家
屋
の
倒
壊
防
止

(

耐
震
診

断
を
受
け
る
・
耐
震
改
修
を

す
る
等)

・
非
常
用
品
を
備
え
る

※
地
震
災
害
に
よ
る
道
路
の
寸

断
な
ど
で
救
助
や
支
援
が
十

分
に
行
わ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
、
そ
れ
ま
で
の
食
糧
や
飲

料
水
の
備
え(

最
低
三
日
分)

も
必
要
で
す
。

※
非
常
持
ち
出
し
品
の
例

(

救

急
箱
・
ラ
ジ
オ
・
ヘ
ル
メ
ッ

ト
・
懐
中
電
灯
・
手
袋
・
毛

布
・
ナ
イ
フ
・
缶
切
り
・
現

金
・
印
鑑
・
通
帳
・
保
険
証
・

く
つ
・
ふ
え
等)

▲

家
屋
倒
壊
の
被
害
も
予
想
さ
れ
る

家家
のの
中中
のの
地地
震震
対対
策策

家具の転倒等にも注意を




